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中波周波数
転協器
長波周波数
転換器
1. EMG 500kc/s (1) 156 kc/s 
2. 410 (2) 152 
3. 425 (3) 143 
4. 468 (4)中波
5. 480 (5) 136 
6. 500 
現在電波の周波数を表す単位は国内及び国際
的にもHz（ヘルツ）， kHz（キロヘルツ）， MHz（メガヘ
ルツ）， GHz（ギカヘルツ）及びTHz（テラヘルツ）が使わ
れているのはご存知のとおりです。しかしこの
表示方法にもいくつかの疫遷がありました。
B寵波によって41l!：に情報交換を始めたとさ，
特に遭難通信を円滑に行うために 600mの波長
を国際一般呼出し並びに通信電波とし，300mを
補助通信波，他の波長は各国が自由に使用する
というように波長で表示しておりました。
やがてC/S,KC/S の表示が使用されるよ
うになりましたが，過渡的にKC/S(、‘‘m)と
併記して使用されたこともあり，その後が現在
のような表示になりました。
一方 1929年オランダのハーグで開かれた第 1
回CCIR（国際無線通信諮問委員会）では電波
の波長による種別として，長波，中波，中短波，
短波及び超短波という名称を使用することが決
まりました。現在では， メートルによる区分も
ありますが， VLF,LF, MF, HF, VHF, 
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UHF, SHF及びEHFが周波数帯の略称として
使用されています。
写真の船舶用無線電信送信機は長波帯及び中
波帯の発振部を備えており，今では珍らしい送
信機です。
船舶川無線鼈信送信機の発射できる電波の周
波数は国際的また国内的に定められています。
昭和17年当時の海上移動業務（船舶局相互間
又は船舶局と海岸局相互間の情報交換）には長
波帯で10,._,125kc/s（移動）， 125,._,150 k<'/s（海
上移動で公衆通信のみを取扱うもの）， 150~160
kg/s（移動）及び中波帯では400~515ke/s，特
に500k<V's (600 m)の電波は国際の呼出し及び
遭難電波に指定されています。わが国では 143
kc/s（呼出用）， 125及び136k炉いs（通信用），500
k凶（呼出用，遭難通信用）， 410,425, 454及び
480 k<'/sの周波数が通信用として割り当てられ
ていました。長波は現在使用されておりません
が多くの前身校卒業生には思い出深い無線設備
でしょう。（本学名誉教授宮坂武芳）
